
H３０・３１年度
学力向上研究校指定事業（埼玉県教育委員会委嘱） 吉川市立東中学校

研究のまとめ



本校は全校生徒464名
うち自転車通学者はほぼ100％
本校に来て一番驚くことは
自転車の多さと
整然と並ぶ自転車
そしてヘルメットが
荷台にすべてくくりつけられています！



「埼玉県学力・学習状況調査の結果の活用」

「全国学力・学習状況調査の問題と結果の活用」

「コバトンのびのびシートを作成・活用」

「小学校の算数を指導するなどの連携を図ること」

埼玉県より・・・次の４点の研究を進めてください！



Ｈ３０年度1年学力レベルは 国語も数学も県平均

平成３０年４月１２日実施の埼玉県学力・学習状況調査の結果は・・・



Ｈ３０年度２年学力レベルは
国語も数学も県平均

しかし
英語は県平均超え！

平成３０年４月１２日実施の埼玉県学力・学習状況調査の結果は・・・



Ｈ３０年度
3年学力レベルは

国語も英語も
県平均超え！

しかし数学は・・

平成３０年４月１２日実施の埼玉県学力・学習状況調査の結果は・・・



平成３０年４月１２日実施の埼玉県学力・学習状況調査の結果は・・・





2年生の昨年の学習方略についてほぼ市と同等だが
プランニング方略が市より高く
作業方略に課題があると考えられる。



Ｈ３０年度2年生（現3年生）調査の質問紙の「数
学の学力階層と予習・復習をすること」では、中間
層はこれが不十分であることがわかります。

数学の学力の中間層で「予習復習をあまりやってない」、
「全くしてない」が27人もいます！



Ｈ３０年度2年生（現3年生）調査の質問紙の「数
学の学力の伸びと予習・復習をすること」では、中
間層はこれが不十分であることがわかります。



なぜ
１年生のときに
予習・復習ができなかったのか？



中1ギャップの問題

◎小学校と中学校の学び方の違いに戸惑いを感じる
生徒は多い。

◎指導者の説明の早さやノートのまとめ方、授業展
開のスピードや学習内容の量についていけない。

◎部活動練習で疲労し、かつ南北５ｋｍ自転車30
分かかり帰宅する生徒もいるという自転車の通学
の大変さ。



本校の生徒の現状から見えてきた課題

○主体的・対話的で深い学びの実現に向けてさらに授業の展
開を工夫し、実践する必要がある。

○２年生の昨年度1年間の数学は、あまり伸びておらず、その
原因を究明し、生徒の学習の定着が必要である。

○学習方略（作業）が伸びていない。
○家庭と連携をして、特に学習の過程を評価し、すすんで家

庭学習を行えるようにする必要がある。
○小学校の学習状況を調査し、中学校の授業と連携を図る必

要がある。（算数・数学）





東中学校研究主題
「学力の向上と学習習慣の確立」
副題
～主体的学びを目指して、深い見方・考え方を育成する～



1年目の研究は「生徒の現状分析と数学授業の改善」
～主体的・対話的で深い学びを実現するため～

①本校生徒の学力などの状況を分析し、
課題や研究の方向性を決めた。

②中１ギャップなどを解消するための
小中合同研修会の実施

③H２９年度の１年生の数学の授業分析
（コバトンのびのびシートを活用して）

④数学の授業改善（教師の指導のスキルアップ）
⑤専科加配による３校訪問で小中の連携を図る。





２年生たちをランダムに選出して数名に個別面談を実施し、
数学の授業や家庭学習などについて聞き取り調査しました。



２年生徒をランダムに選出して数名に個別面談を実施し、
数学の授業や家庭学習などについて聞き取り調査しました。



2年生数名をランダムに選出し個別面談を実施し、数学の
授業や家庭学習などについて聞き取り調査しました。

①「授業に見通しを持たせて進めること」
②「まとめの時間に本時の振り返りをすること」

が授業では必要であると分析した。

生徒の回答で数学の授業で良かったこと
「ICTの活用」「教師の説明」「教え合い学習（AL)」

↓
「わかりやすい授業の工夫」「教師の熱意が大切」



1年目に数学科としてできること
○授業の改善（研究授業を数回実施するなかで）
①「めあて」を明確にし、何を学ぶのか理解させ、授業に見通しを持た

せることを共有した。

②ALの活動で、考えを少人数で交換することにより、理解を深めてい
けるような指導形態を共有した。

③まとめの時間に「本時の振り返り」をすることで、
「できるようになった」を実感させることを共有した。

→時間があれば、適用問題の実施
→ノートやプリントで復習時に確認できるようにする

○小学校の算数の指導との連携を図った。
（研究授業・夏の合同研修で指導について意見を交換）

「わかりやすい授業の工夫」「教師の熱意が大切」であることを再確認



「主体的・対話的で深い学び」の数学の授業は
どうあるべきかをテーマに話し合いを実施

毎時の授業で
「見通しを持たせること」
「どんな発問が有効か考えること」
「４人グループで教え合うこと」
「まとめで適用問題を解かせること」

が大切であることを共有した。





1年目の数学部会研究授業
①平成３０年 ７月１１日 １年４組「文字式」 東部教育事務所学力向上推進担当 木村優二 先生
②平成３０年１１月 １日 ２年２組「平行と合同」 埼玉大学教育学部准教授 松嵜昭雄 先生
③平成３０年１１月２０日 １年１組「平面図形」東部教育事務所学力向上推進担当 木村優二 先生
➃平成３１年 ２月２５日 三輪野江小学校６年１組「中学校体験入学コース：分数で表せない数」

東部教育事務所学力向上推進担当 木村優二 先生

数学の授業改善（教師の指導のスキルアップ）



毎週火曜日に数学専科加配の教員が市内３小学校（三輪野江小・栄小・旭小）

専科加配による３校訪問で小中の連携を図る。

訪問により、
小学校と中学校の指導の仕方の
違いが、中１ギャップのひとつ
の要因と考え、「問題解決型」
の授業展開を小中で共有した。



夏休みに東中学校区
小中合同研修会で
情報共有



夏の研修のあと３つのことに取り組んできました

①授業の改善・・・教師が変わる→生徒が変わる
○主体的・対話的で深い学びの研究
○小中連携で小学校・中学校の学びを共有する

②信頼関係づくり・・・学級経営
○「2分間道徳」で話題の引き出しを増やしていく
○あれから1週間作戦で、生徒の心に寄り添っていく
○「３人目の見届け」で担任の先生の思いを生徒に伝える

③学ぶ環境の改善
○生徒会主催の授業評価（RYHプロジェクト）で授業態度などの見直し
○学習の塔・課題学習の塔・課題テスト・コバトン問題で学ぶ意欲を高める



E













ｃ



国語 数学

毎年 中１の中間層が国語、数学で伸びないのが本校の実態

中２で国語、数学の中間層がグーンと伸びました！！！





2年目は1年目の取組を見直しつつさらにおしすすめています
①授業の改善・・・教師が変わる→生徒が変わる

○主体的・対話的で深い学びの研究
○その時間何をできるようにしたいかを明確にする。
○「見通し」を持たせて授業開始をこころがける。
○授業力向上２WEEKSの実施でお互いの授業を評価する。
○小中連携で小学校・中学校の学びを共有する。

②信頼関係づくり・・・学級経営（若い教員のスキルアップ）
○「2分間道徳」で話題の引き出しを増やしていく。
○あれから１週間作戦で、生徒の心に寄り添っていく。
○「３人目の見届け」で担任の先生の思いを生徒に伝える。

③学ぶ環境の改善
○生徒会主催の授業評価（RYHプロジェクト）で授業態度などの見直し
○学習の塔・課題学習の塔・課題テスト・コバトン問題で学ぶ意欲を高める。
○自然に目に入ってくる「学力向上クイズ」で、意識を高める。

④自分のことを家族とともに考える（配付の仕方を検討中）
○コバトンのびのびシートで自分の伸びを確認する。



①授業の改善
・・・教師が変わる→生徒が変わる
○授業力向上２WEEKSの実施でお互いの授業を評価する



2年目の数学部会研究授業
①令和元年 ７月 8日 １年４組「文字式」 江戸川小中学校校長 小林 学 先生
②令和元年 ９月 20日 １年４組「方程式」 新任校長研修会用提案授業ＶＴＲ収録
③令和元年 １0月２9日 栄小学校６年3組「全体を決めて」

吉川市教育委員会教育副部長兼学校教育課長 佐藤 勝俊 先生

数学の授業改善（教師の指導のスキルアップ）



①授業の改善
・・・教師が変わる→生徒が変わる
○小中連携で小学校・中学校の学びを共有する



②信頼関係づくり・・・学級経営
○「2分間道徳」で話題の引き出しを増やして

いく。
不定期に発行される校長先生からの資料で折
に触れて話題にします。

○あれから１週間作戦で、生徒の心に寄り添っ
ていく。
相談したらその後、1週間後、2週間後に声か
けをしてその後の様子を聞いてみます

○「３人目の声かけ」で担任の先生の思いを生
徒に伝える。
担任の先生以外から、「○○先生、君のこと
褒めてたよ！」とそっと伝える



③学ぶ環境の改善
○生徒会主催の授業評価
「RYHプロジェクト」で生徒の授業態度
などの見直し

(1)RYH（Raise Your Hands!）「手を挙
げよう！」プロジェクトで、1週間の挙
手回数をクラスで競い、学期末に表彰
する。

(2)「授業評価」（毎時間、あいさつ・
チャイム席・意欲・総合評価の４観点
を教科担当と学級委員が確認）でクラ
ス毎に競い合い、学期末に表彰する。



③学ぶ環境の改善

○学習の塔・課題学習の塔・課題テスト
・コバトン問題で学ぶ意欲を高める









③学ぶ環境の改善

○自然に目に入ってくる「学力向上
クイズ」で、意識を高める。



④自分のことを家族とともに考える
○コバトンのびのびシートで自分の伸びを確認する。



学力向上の取組を生き方指導に繋げる



＜研究によって期待される成果＞
今年度最終的に次のような成果を期待している。

（１）令和２年度の埼玉県学力・学習状況調査の結果から
①学力を伸ばした生徒の割合をどの学年も８０％以上にすることを目標にする。
（今年度3年生数学79.5％）
②学習方略、非認知能力の数値を２，３年は、０．２伸ばす。１年生は県の平均よ

り０．１上回るようにすることを目標にする。
③家庭学習がほぼ毎日続く生徒が、９０％にすることを目標にする。
④作業方略（ノートに書いたり、声に出したりといった作業を中心に学習を進める）

を県平均以上にすることを目標にする。

（２）学校評価アンケートから
①「家庭学習を毎日続けるようになった」と回答した保護者の割合が９０％以上にな

ることを目標にする。
②「我が子が我慢強くなった」と回答した保護者の割合が７０％以上になることを目

標にする。



＜今後の課題＞
２カ年にわたり研究を進めてきているが、まだ道半ばと感じる。
今後も以下の課題を解決できるように地道に取り組んでいきたい。

①1年生の数学で、様々な取り組みをしてきたが、学力がなかなか伸び
ていない原因を究明する必要がある。

②学習習慣が身につかない生徒への指導について検討する必要がある。

③毎年多くの若手教員が入れ替わるため、指導力のスキルアップ体制を
整える必要がある。

④非認知能力が県平均を越えてない項目が多いため、さらに原因を究明
し、方策を考える必要がある。



令和元年度学力向上研究指定校職員アンケート集計結果（12月10日集計）

Aできた　Bややできている　Cやや不十分である　D不十分）

学力向上研究指定校令和元年度　職員アンケート集計結果 A% B% C% D%

①生徒が主役となる場面設定をするように努めましたか。 44 44 12 0

②授業の中で、生徒が気づき考える場を設定するように努めましたか。 36 64 0 0

③教材研究を行い学習指導改善に努めましたか。 88 12 0 0

④自己評価や相互評価の評価活動を取り入れ評価によって意欲の向上を図っていますか。 28 48 16 8

⑤自己教育力が育成できるよう授業内容、方法など工夫しましたか。 36 56 8 0



本校の2カ年の取組を紹介させていただきました。この
ような機会をいただき、誠にありがとうございました。
まだ道半ばですが、わくわくするような授業を目指して、
今後も研究を進めていきたいと思います。


